
経評問E問主設は、 7月 78から 5E間開催した15濁年むタまつり

は 5日溜に 220万人の人出を記録し、東北の総務鈎台背?との籾欝交

換訪問も実現、テレピ@ラジオσ二公繍放珪去を中Jひとする催物も例年

fこなく設大で、竹書面白色色彩者j慢などにレベルアップ'/)，絞められる

などほぼ予怒どおりの成果を収めた、との結果報告を発表、あわせ

て、竹節りコンクーJl，O;審笈講評もあ吉らかにしましたo (審宣言乎

は 5ページに掲載。〕

また腐っ亡霊栗は、今回、沼周年を記念して前間長戸111貞雄氏ら 3氏

と梅麗 eノJ沢時計路間活に功労笈慰も贈ったζ とをあきらil'fこしま

した。 ζ の表彰式は7月9日市民せンずーホーんで行なわれてい

ます。表彰を受けたλ孜前とおり い

マ都市長戸)11甫雄氏@市長に在任中の呂年関にわたり、文佑人間愛

として各方飴にユニークな活動を残lし、とくに也タまつりには会

長として海新なアグデアを打ち出し、人の和をはかり、七ヤを間

后街だけのものでなく甫民会体のわ祭りとして、つu、に、全額的

な観光行事にまで成長させた。

V 車百勘設題E宮英語普氏 a助役在任中古ヂまつり実行君主員長としてつお

に陣頭にた色、戸}IJ会長の構想を着実に宥胞にうついとの行事

の運営に多年にわたり万全を鈎した。

マ滋口カパシt!苦海口鈴樺氏@ゲ了飾りコンク←Jレ会閉め部に6年連続

終章聾の偉業をたてたζとは不断の努力と研究のたまものであり、

平塚σ:竹節りが令閣の最高水権問塞した大きなjJであり、ひいて

は七夕まつりが今日の露呈践をみたー留であるともいえる。

マ株式会社梅屋、悶小沢時計j窓@閉j年メイン@ストジ‘同こ豪華な

アーチ式σ:遺書揺をほどとし、ィコタ~耳?つりにー績の軍れいさを加え

てきた。

以上のほか、第 i図七夕まつり開催以来、激慰する交濁重量と観光客

に絶えず万全の体制をより、 4 自まで鰯事故を続け Cきた平塚害事察

署と事塚市交選安全協会の努力に対し感謝状を躍りました。

〉く

士ゴタまつりでとも九会盤的に有名となった世i台''1''塚両市'/)九七

苧を遇じて預言聾を深めようとする両市長の相互訪問計画U士、七夕ま

つり勢3日めの7FJ吉田、知訪市長島野主主認の帯平で実現、平塚駅

に出迎えた加藤市長と銀!l11i街をパレ一戸、治活の市民は fょうζそ

市長さん』と、歓迎しましたっとの答礼訪問は111援によって呂門 6

自から8日までひらかれた仙台前七夕まつむに行ない、加藤閉長・

建国市議会議長・岩宇田商工会議所会頭ら_"行は、仙台市民のさかん

な歓迎を受けました。

「写真・加藤市援とオーブンカーにl穏紫平揮駅から毘総合にむけ

銀m街をパレードずる童話野拙怠市長〈芸壁土左〉 戸]11前市長から

七夕一代男の空軍豊富吾贈られた竹鋭哲吉年連続特選の湾口さんカ吋護

手を求めましたJ

〔器用

理;差是空写室見252言語善言日fZ主号3署長笛号室52軒室長2225言宗2522ぎl
、 大 主 主 に 行 町 的 検 、 電 学 皇 室 0)ic.イ主主情さいかでと浸め引かく望号。J 市だっと特問にゆ

車霊蛮 漁 賀 0 さ欝腐犬会律還後輩お議空察暮不当小男菌んるらな℃識た総らを代はの裁ばい鐙￥鞭く

翠23憲議長522霊長ZJj言語急事長誘喜守主2302毒事日574員長22長532会
目前向討 間 以 議長率率引草警官宗主罫:露協議議諮問 15喜三宮ドd 去でか迎別品者だたやはき議

詩書量得詰警官会長持立暴言252長22五:襲撃議議議:雪2主主童書言葉詰詩詩お鍾提言
盟関55ii2iigii;詰;;iiiiiJ欝ら轟議 jfifil告を;ifii詰12B15号車

(信号受信野君主EZ言語:鍵議議離議議;雪量当日立毒事ドーはド委充実そ自主
義説明即時受話:麟鱒購:ポ害時2532i告岳地言
葉品書土諸問::伊香守一一九議諮合-~~~--自主五時間ZF聖書特定宅詩的静

香 1i435i指針掃iiii!iiitiii;!?i舟認許5225i
z ziLiif;225235村長言語訟提言露説55詰言室長35設35

24代自の市務会議長となり

苛ヲi改:;:!J空持雪となった

藤太郎さん

今
月
8
ペ
ー
ジ
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1 

らわす

域
島
地
区
に

幼
稚
顕
新
設

人
や
湖
底
人
@
関
懲
り
人
事
室
長
空
襲
さ
れ
る
人
は
、
①
日
本
一
瞬
〆

入
も
れ
と
な
り
や
す
く
注
意
が
の
ぞ
一
関
民
で
あ
り
、
①
昭
和
ニ
+
年
十
一
一
一
一
引

ま
れ
て
凶
ま
す
。
病
悦
に
入
院
中
の
一
月
ニ
十
一
日
N
M簡
に
住
ま
れ
た
人
(
一
同
一

家
族
は
自
宅
の
方
で
、
由
置
や
下
慣
に
一
乙
よ
し
十
ニ
月
ニ
十
日
で
病
ニ
十
才
一
時
口

食
ん
で
い
る
学
尽
な
ど
は
寮
や
下
宿
一
に
な
お
人
)
で
‘
③
ζ
と
し
六
月
十
一
向
弘
星

先
で
登
録
す
る
ζ
と
に
な
り
骨
す
。
一
五
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
市
内
に
伶
一
問
。
、

警

察

は

九

豆

一

自

主

音

喜

一

一

ん

で

い

る

人

で

す

。

一

一

伊

ま
で
に
諮
査
員
が
あ
つ
め
ま
す
。
一
緩
名
簿
議
定
ま
で
@
援
本
選
話
人
名
簿
一
時
守
叶

磁
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
e
集
め
た
調
一
は
十
月
日
一
一
十
一
日
ま
で
に
各
段
繋
区
一
E

H

以

だ
さ
い
ω
調
査
員
も
、
襲
撃
す
べ
一
義
に
よ
っ
て
市
議
で
は
仲
良
禦
一
ご
と
に
つ
く
り
、
土
問
笠
日
か
あ
一
一
歩

て
の
お
宅
の
手
も
と
に
と
ど
け
る
よ
う
一
的
整
備
を
L
ま
す
。
選
挙
管
題
委
員
一
十
五
居
間
一
般
に
会
開
、
ま
ち
が
っ
一
向

2

努
力
し
ま
す
が
、
も
し
、
調
査
察
が
と
一
会
は
と
の
な
か
か
b
、
量
権
の
あ
一
た
認
識
や
護
も
れ
が
な
い
か
ま
一
四
一
第

ど
か
な
か
っ
た
り
、
調
査
察
の
窃
収
に
一
ぁ
人
を
選
び
出
し
、
震
華
人
名
簿
へ
一
て
も
ら
っ
た
の
色
、
+
ニ
月
三
十
日
一
一

4
5

う
か
が
わ
な
か
っ
た
と
き
は
選
管
事
務
一
読
録
し
ま
す
o
今
回
の
基
本
選
挙
人
一
に
確
出
品
し
ま
す
G

一一

局

ま

で

蔵

按

む

連

絡

い

た

だ

く

よ

う

明

暗

一

軍

韓

首

周

査
の
実
路
間
芦
田
四
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

ζ
の

調

査

は

、

市

選

挙

管

理

委

員

会

一

を

に

選

挙

管

署

員

会

は

百

一

乙

の

点

署

員

に

も

よ

く

指

導

徹

豆

諸

課

程

時

間

十

一

総

合

体

育

大

会

ひ

ら

く

詳

鑓

と
混
生
郡
市
民
課
が
協
力
し
て
金
時
比
両
国
一
四
百
に
行
な
わ
れ
た
参
議
筋
議
員
通
常
一
る
一
前
向
で
す
が
、
調
査
も
れ
が
が
協
力
一
い
る
人
。
一

を
対
象
に
行
な
官
う
も
の
で
有
権
者
の
諒
一
選
準
の
と
き
、
法
の
改
誌
に
よ
っ
丈
禰
一
に
よ
る
ば
あ
い
も
あ
る
と
と
か
ら
‘
市
一
務
調
査
方
法
・
九
月
一
日
と
為
一
一
ま
で
に
一

査
碍
で
な
く
、
富
撲
の
襲
謹
一
選
挙
人
名
簿
の
調
査
方
法
が
か
わ
り
一
警
警
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
よ
一
重
責
が
戸
別
に
誠
意
事
警
し
一
第
十
富
市
民
総
合
体
実
章
、
一
は
出
場
で
活
字
。
く
わ
さ
量
的
一
(
普
議
)
、
パ
ス
ケ

t

畏
な
人
口
の
は
あ
く
事
の
ね
ら
い
も
一
季
語
聖
書
た
審
議
員

t
一
う
訴
え
て
い
ま
す
o
ζ
と
に
九
月
一
日
一

ζ
れ
に
霊
長
ん
で
い
る
霊
会
志
向
一
一
一
士
一
自
主
力
月
音
寺
、
一
喜
湾
館
内
警
委
員
会
体
裏
へ
・
一
ル
(
寛
容
体
育
館
・
善

も
っ
て
お
り
鶏
資
も
れ
を
泌
さ
な
い
よ
一
今
一
回
は
ひ
と
り
の
も
れ
も
な
い
完
全
な
一
の
調
査
百
の
前
後
に
市
内
静
動
す
る
人
一
員
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぃ
一
各
目
穂
日
ご
と
に
次
宏
議
で
行
な
わ
一
鶴
八
月
一
一
十
一
一
白
・
軟
式
野
球
〈
領
賓
一
館
)
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
為
訳
静
ク

う
強
く
の
ぞ
ま
れ
て
い
手
。
一
橋
警
護
L
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
一
は
認
義
的
入
手
に
十
分
量
し
三
ま
ま
で
の
響
、
病
院
に
入
患
の
一
れ
ま
す
。
器
産
・
在
勤
e
章
者
一
童
相
各
室
中
)
‘
陸
上
競
技
て
7
ン
ド
)
、
柔
道
露
聖
霊
場
)

昭和 40~手 8 月 15 録

市
選
世
帯
管
理
者
員
会
は
‘
撃
事
選
挙
人
名
簿
議
裂
の
た
め
の
住
箆
奨
簡
鋳
蚕
を
と
と
し
は
十
四
百

ほ
ど
繰
り
上
げ
、
九
月
一
日
ご
ろ
に
繁
施
し
た
い
ル
℃
‘
世
備
を
す
ふ
め
て
い
ま
す
。
十
月
一
百
に

留
勢
調
査
を
ひ
か
え
て
い
る
た
め
で
、
線
り
よ
げ
分
十
四
日
砲
の
費
動
に
つ
い
て
は
住
民
登
録
層
付

に
よ
っ
て
縛
促
す
る
と
の
方
針
で
す
。

参
議
院
選
の
二
の
舞
き
り
ょ
、
フ
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機
械
文
明
丹
尭
遣
が
‘
人
間

の
白
常
生
活
か
ら
身
体
を
動

か
す
ζ

と
を
車
川
ぺ
虚
弱
者
、

奨
常
胞
捕
者
、
ノ
イ
ロ
;
ゼ

患
者
な
ど
を
ふ
や
し
た
J
切れ

給
、
文
明
暗
闇
の
会
渇
の
踏

み

b
な
勺
て
い
る
と
い
わ
れ

各
@
歩
〈
こ
と
は
、
手
足
の

運
動
だ
け
で
な
〈
、
体
の
移

動
、
動
輯
民
つ
れ
て
会
身
老

茂
品
倒
的
に
動
か
す
手
近
か
な

碑
鍵
手
段
だ
，
き
ょ
う
か
ら

一
認
一
方
歩
を
呂
樺
戸
、
歩

泊
り
歩
け
遂
動
を
あ
を
た
も
お

誌

b
め
〈
だ
き
い
e
普
通
の

λ
が
姿
勢
ι
智
正
し
〈
一
万
歩

を
夢
〈
と
、
ゆ
ワ
〈
り
て
閣
内

四
キ
ロ
、
女
一
一
一
・
五
一
キ
ロ
、

普
滋
に
歩
い
て
局
五
・
粗
考

て
女
四
・
八
キ
ロ
、
大
ま

た
に
急
い
で
男
七
・
一
キ
ロ

女
目
・
五
々
M
M

と
い
わ
れ
る
。



く4)

ポ
毎
年
目
こ
ぷ
叫
が
b
、
ζ
と
し
も
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
壱
迎
え
ま
す
o
ζ
と
し
は
、
台
風
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
加
と
家
庭
に
お
か
れ
て
も
…
…

配
備
え
だ
け
は
十
分
に
し
て
お
古
た
い
も
の
で
す
o
翠
討
が
お
き
た
場
合
、
軍
裁
は
地
形
的
に
被
占
禁
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

ζ

の
た
…
叩

'
…
め
、
台
風
ぞ
は
じ
め
、
地
問
問
、
火
災
、
豪
雨
な
ど
か
ら
み
な
さ
ん
の
ま
宙
や
財
産
を
守
る
た
め
の
総
合
的
な
怒
笹
川
町
換
が
り
ぞ
ま
れ
て
き
ま

w

d

し
た
o
車
援
問
で
は
、
さ
き
に
安
全
都
市
笈
蓄
を
し
、
交
通
事
故
ぞ
は
じ
め
工
場
災
弱
氷
鮮
な
ど
主
と
し
て
人
為
的
な
事
前
日
川
策
の
乃
飛
を

A

…

ι…
う
巴
だ
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
大
自
然
的
脅
威
心
そ
伝
え
る
た
め
、
間
利
m
窓
口
一
月
に
膝
行
さ
れ
た
国
の
災
帯
抗
議
塁
本
仲
間
に
も
と
づ
い
引

…
て
、

ζ
の
ほ
ど
「
平
家
市
地
域
訪
災
針
問
官
官
」
壱
つ
く
り
ま
し
た
o
災
需
に
そ
忽
え
る
た
め
の
基
本
計
問
一
時
間
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
水
…
r

m
害
、
風
警
高
額
、
地
震
な
ど
が
お
き
た
場
合
壱
想
定
し
‘
そ
れ
に
備
え
あ
た
め
予
防
計
磁
か
白
、
被
害
を
う
け
た
場
合
的
関
係
職
員
の
動
員
、
叫

惚
方
法
@
避
難
方
滋
@
食
糧
の
供
給
e
給
水
の
方
法
な
ど
を
事
前
に
検
討
を
加
え
た
も
の
で
す
o
ζ
の
防
炎
計
聞
書
は
ご
い
主
ハ
ベ
i
ジ
に
お
よ
-
叩

叫
ぶ
ほ
弓
大
な
も
の
で
、
今
後
は
こ
の
計
画
書
に
も
と
づ
い
て
時
備
を
す
す
め
る
ζ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
官
抱
腹
に
蕗
陵

2
出
が
り
の
あ
る
点
を
川

町

一

寸

一

一

一

ひ

久

っ

て

と

紹

介

し

て

み

ま

す

。

…

叩
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く、

重量家獲を愛し、郷ことを愛し、その環境を美しく明るいものに

つとめよう。

滋 4}守の花いっぱい運動で繕えられた花が芽を出し際花する

時期でもある。花や木を愛L、自然の奨を守る二ニとが盟Tを
きれいにする遼動に参加する一歩といえる。

磁7I<!こ殺しむ季節t:f。衰の滋び場である海岸ー湖病率 '1I!i，入

河口 e花氷河I:::Jなどをよご串ないように・

美化運動実施本部
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(5) 務和 40年 g月15臼

連 続so聖笥の特選苦患聾得、言苔霊童となった

滝口カパン底。バウ飾り

霊童 8月271'1(金トタ鴻ケ丘母子寮@

漁業協同組合、 ~~tl公民館、 Y宵紡[lJ

5分間馬入)。

護軍吉丹2富良(こ主)ー花水公民館、花水

会館、 iliJi京公民館、諏訪町会館、

士見公民銭。

霊童特濁'午前 96与30分~午後4待。

納税怯市内寄金融機関で取り扱います。

出

雲
是認

芸芸

議
委3
5亘
書話

器

窪
田

遂
容5

芸

= 5宝
安
芸
出
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芸芸

5苦
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宗宗

器
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宝E
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口

出

雲三

= 
去三

主主

= 
E三

Z 

S三

三三
Z 

2三

官

三三

去三
三三

玉三

= 

主

J守

の

く九
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請
求

き
急
が
ぬ
よ
う

さ
き
の
第
四
十
れ
通
常
鼠
会
で
成
立
L
た
農
地
報
償
法
案
(
農
地
被
四
回
収
者
等
に
対
ず
る
斡

付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
簿
〉
は
、
六
月
一
一
一
日
効
力
号
発
志
、
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
っ
て

農
地
ぞ
買
収
さ
れ
た
同
地
ま
に
対
し
、
反
ニ
千
円
か
ら
ニ
万
円
高
て
の
報
銭
金
の
支
給
が
開

始
語
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
o
と
の
請
求
事
務
を
受
け
付
げ
る
農
緩
諜
は
、
般
市
町
例
を

み
て
も
‘
受
け
付
け
開
始
祖
弱
に
請
求
が
国
間
中
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
、
一
年
七
か

月
の
橋
求
額
溺
を
有
効
に
つ
か
っ
て
ほ
b
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

21iii i 堅持32
5量qz持基52炉
転3222空軍三22i
春季翌春手五空?Z止議選
令ず員令暮史支誌JL轟姦竺

事J言言語雲竺竺土一一四五静
在を選議そ繋警 I三竺ごと主主一一

ちiifiiま止主2:::;:;;之江庁主
さ言護翠襲函I3ヘクター}oをはる面積 「三扇子
明き評議戸両問時i町議

書註
憲ド

嘉

農

課

混

雑

避
う
つ

え
る

jレ

@
刷
畑
十
ア
ー
ル
を
当
時
間
回
収
さ
れ
た

λ
は
、
会
則
土
ハ
ア
ー
ル
が
給
付
対

象
笛
割
問
と
な
る
わ
け
だ
。
一
た
ん
同
国

に
習
収
さ
れ
た
の
ち
あ
ら
た
め
て
国

へ
請
求
字
統
合
ぞ
お
と
り
く
だ
苔
い
。
一
か
ら
農
地
を
四
回
い
受
け
て
い
る
も
の

麓
飽
蓄
を
害
支
@
①
自
作
農
一
は
、
そ
の
分
だ
の
対
象
面
積
か
長

創
設
特
別
措
鐙
法
に
よ
っ
て
一
ア
i
一
し
引
か
れ
る
ω

ル
(
一
歎
捗
)
以
上
の
畿
地
を
買
収
一
遡
報
僚
議
の
金
額
e
①
雨
回
収
さ
れ
た
濁

さ
れ
た
者
、
①
ζ
と
L
一
一
一
月
三
十
二
積
が
十
ア
ー
ル
(
一
一
民
〕
に
満
た
な

日
以
前
に
被
買
収
賓
が
死
亡
し
た
り
一
い
者
に
対
し
て
は
}
事
に
}
万
閉
が
一

解
散
し
た
り
し
て
い
る
ば
あ
い
は
二
草
さ
れ
る
、
子
l
ル
(
畝
栄
一
塁
市
内
に
も
重
し
た
年
少
量
五
議
選
出
串
佐
々
木
型
さ
ん
ら
十
一
に
な
っ

そ
の
襲
ま
た
は
承
要
。
一
豊
喜
刻
家
安
ら
な
い
。
一
者
の
心
の
ふ
き
と
「
働
く
究
喜
一
六
名
町
一
委
託
が
宮
ま
り
ま
し
た
ο
一
て
や
ろ

対
警
察
語
草
さ
れ
た
題
一
②
重
喜
が
十
ア
ー
ル
患
を
一
は
さ
ん
の
家
」
畠
章
、
今
年
度
弁
一
「
働
く
烹
年
お
ば
さ
ん
の
き
は
一
家
で
は
‘

の
合
計
面
積
が
嘉
と
な
る
が
理
一
と
え
る
揚
是
正
皇
室
聖
一
口
襲
白
中
イ
ト
言
っ
た
江
二
神
奈
川
書
室
苦
心
に
な
っ
て
一
豊
田
に

85ぇ、

実
際
鰯
雲
ハ
O
F川
容
が
対
象
と
一
護
憲
案
じ
た
額
聖
堂
れ
一
高
キ
ク
@
近
藤
ユ
キ

T
哲
郎
八
蜜
一
綴
外
か
易
問
就
職
し
て
き
た
中
章
一
と
英
警
護
っ
て
あ
げ
る
ほ
か
‘

な
る

B

で
あ
る
か
ら
、
間
十
ア
ー
ル
一
る
o
た
だ
し
、
十
ア
ー
ル
当
り
の
絵
一
一
す
向
山
ア
ヤ
乎
苫
ん
ら
七
人
の
お
宅
一
の
ヱ
苦
闘
@
時
間
活
負
た
句
に
、
話
し
拍
相
手
一
円
相
時
間
稲
手
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

の

3
ん

働
く
青
少
年
必
ば
さ
ん
の
家
へ

てい 3
もえないごみにまだ乱れ

もえないとみは月 I悶あて収策しています。収量吉田

と収集援所はいつもー悲しています。収集日以外に持

ち出すと収積場所仕近の家援に迷惑がかふり、そのう

え大変危換です。収集臼か、その郡白以外は、結対に

出さ.t.l;いよう協力してください。

会 へ
額融輯畠務貌糊詔寵輔君臨踊遍綾唱3量;::11:.欝窃醐噂麗韻鵠醇麗"，1瞳語麹彊符;長官察署轟躍聾富聾

騒がんたんな家庭での工作と修現翻家庭用電動

工 兵 の 取 り 扱 い 方 法 な ど 盛筆記用具・かなづち

かんな持参のこと鰻受講料と材料ともに不用躍

祭等地区住民ならどなたでも 参 加 を ，

韓轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟轟盟轟轟謹欝覇
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回
青
少
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セ
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タ
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〈第3稜郵便物認可〉磁和 40年 8月15臼

長3主三毒殺音量22安を担げ長包空宇がぞ苧(京翠霊

325522ifE諒奪事者炉問詰認ZSE宝章受言事
~~、。三三百 g き主主号車望者幸喜ち高容さた震ぢ 最長
時持持詳岩手で幻亡くが妥結む 討
HU2議 342Z5鱒欝議5255ぎ 塁審楢

dら

の

く7)

土

産

・

岡

崎

な

ど

で

好

評

小
学
設
近

年
の
闇
m
v
T

る
さ
い
お
か
あ
さ
ん
は
お
か
あ
さ

ん
の
仕
事
が
あ
る
で
し
ょ
う
」
な

ん
て
私
の
仕
畢
的
補
留
を
す
る
の

で
す
。
(
中
路
V

穏
身
体
も
一
年
た
ラ
と
天
き
く

な
り
ま
す
ね
。
私
よ
り
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
言
い
古
す

と
「
お
か
あ
さ
ん
ポ
夕
日
霞
い
分

も
蕗
い
ず
と
れ
よ
」
な
ん
て
宮
い

ま
す
ο
や
は
り
子
ど
も
の
気
持
に

な
っ
て
訴
し
合
う
こ
と
が
必
要
で

烈
域
電
し
よ
う
ね
。
い
ま
ま

制
問
で
は
親
が
脅
え
ば
、

寝
鋸
V
中
き
く
も
ん
だ
と
怒
っ

閉
知
L
伊
て
い
た
の
が
間
選
つ

題
渇
顎
喝
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ

九

。

山

一

一

口

問

(

後

絡

〉

山

一

刷

出

ζ
の
お
か
あ
さ
ん
が
、
今
ま
で
の
町
一
れ
は

行
為
を
反
省
さ
れ
、
子
ど
も
の
雲
山
一

4
持

見
書
ζ
う
と
す
る
気
持
ぞ
持
山
一
日
}

つ
占
つ
に
怠
回
れ
た
と
と
は
翌
四
一
一
肘
肢

に
よ
い
ζ
と
で
す
o
し
か
し
、
子
山
司
令
J

ど
も
の
い
い
な
り
に
な
る
と
い
う

と
と
で
は
持
て
子
ど
も
に
一
方
的

な
指
図
ば
か
り
を
し
な
い
で
、
よ

い
友
達
と
な
っ
て
話
し
合
い
を
す

る
を
つ
な
よ
い
指
務
者
と
本
G
こ

と
が
必
要
だ
と
忌
い
ま
す
ο

(
出
陣
詣
打
宿
)

9月 11日旭公民館王宮沢1]'0学校

fr 13fヨ金自4官辞続土震小学校

fr 14日関士見公民館金E自公民

館

15日花水公 民 館 八 橋 公 民 館

16白神白公民館的資公民館

17日見附台武道湯松原公民

館

fr 2日日中原公民館!日四之宮公

民 館

h
v
p
hグ

(第3国〕

10月呂田域産j!yJ世F桓E萱豊田公民館

関崎公民館

9日1l!l公民館宮沢小学校

11臼金呂小学校ごと箆ノド学校

1213富 士 蒐公民館金国公民

鐙

13日花水公箆館八申書公民館

14日神田公民館苦芳賀公民館

IB日見隙台武3宮語若松原公民

館

18日中原公箆書官 Ifl四之宮公

民 館

。'
p
hグ

h
v
hグ

94

ザヤの予防護謹も一

翻巡回白書[j.".・(第 1窃〕

8月初日成星雲ノト学校呈豊田公民館
岡崎公民館

l' 21日旭公民館宮沢IJ"¥!学校

.{.- 23日金回収学校土箆小学校

ク 24日 霞 士 見 公 民 館 金 田 公 民
書官

ク 25日花水公函館八申書公民館

'" 26白神田公民館領軍事公民館

グ 2713霊的台歪む量場松原公民

タ 29日!日四之宮公民館中原必
箆貫官

〔第2図)

9月 10臼域再/jせ詐校費出公民館

一
自
ま
で

ζ
と
し
十
月
一
自
に
第
十
回
目
の
留
勢
調
査

が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、

ζ
の
国
識
を
一
担
当
ず
る

総
務
部
庶
務
畿
は
、
層
調
田
町
に
お
け
る
平
塚
市

の
人
口
壱
懸
箆
募
集
し
ま
す
。
同
国
調
の
行
な
わ

れ
る
十
月
一
日
の
と
き
の
平
塚
市
の
人
口
は
何

人
で
し
ょ
う
か
?
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
で
同
首
押
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
応
募
歯
車
閥
次
の
と
お
り
ο

9 

乎手緩をもっておろかくの会場へ。

麗該当児・①第 11努・昭和39革 11月
i日から40年 4月初日までに生れ

た子と、生後 i度もこの綴緒を受

けていない乎 (3間接揮)。

己E第 2耳耳・昭和38年 11月 i白から

39年 4月初日までに忠れた子 (1
Z苫接穏)。

③草脅3錫・昭和34年 4月 213-35
年 4月 l留までに住れプヒヂで来年

度入学予定者 (1酪接堵)。

※第3耳耳の該当児は会場の混雑をさ

けるため、第 I回目の巡回のときは

鍔 2・第3

ム
官
製
は
が
き
に
国
勢
調
査
予
想
人
口
・
陀
所

@
氏
名
・
年
令
お
よ
び
醐
刷
業
を
開
明
記
し
て
平

塚
新
宿
一
六
八
番
地
平
塚
市
役
所
実
路
宇
中
部

あ
玄
郵
送
の
こ
と
。

ム
応
募
資
格
格
は
、
市
民
ま
た
は
市
内
に
運
動

・
通
学
す
る
者
で
あ
る
こ
と
、
溜
動
、
通
学

者
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
を
付
記
す
る
こ

と。

ム
締
め
切
り
は
十
月
一
日
(
当
湾
総
印
の
あ
る

も
の
は
有
効
)

ム
入
箆
@
+
一
一
月
広
報
紙
上
に
発
表
、
一
等
一

万
問
、
ニ
等
一
一
一
千
円
、
一
一
一
等
ニ
下
回
日
各
一
名
。

一富時ぜきとジフ

9月 21白-22自主罰士見公民館

9 24.臼-25臼須賀公民館

ク 27日-28自中原公民館

ク 29日松原公民館

タ 30日-10月 1日花水公民童宮

Jr月 4Eヨ 111四之宮公使館

l' 5日-7日児約台話ま置霧

麗時間・各会壌とも午後 11苛30分~

3符まで。

予 妨 媛 稜

l 衛生課は今月すえから百日ぜきと

ジフチリヤσこ滋合予防控室崎を実砲し

l苦ケす。該当鬼をおも包のほあいは母

い
ろ
い
ろ
な
漉
び
道
具
や
学
濁
糟
材
一
宇
宙
持
代
。

を
マ
イ
ク
口
パ
ス
に
積
ん
で
、
民
較
的
一
六
月
二
十
六
日
+
護
子
ど
も
会
・
円
一

容
ωに
醤
い
地
械
を
訪
ね
る
間
聞
の
巡
回
一
人
形
劇
M
③
吹
田
日
み
ん
な
で
や
ろ
}
つ
一

脅
少
年
セ
ン
ヲ
i
は
、
六
月
に
金
百
二
教
育
繍
@
②
ゲ
i
ム
ソ
ン
グ
、
③
人
一

土
麓
・
関
簡
の
子
ど
も
会
と
域
高
の
ほ
一
形
の
い
ろ
い
ろ
、
④
人
形
劇
「
不
ワ
一

統
ク
ラ
プ
を
訪
問
好
評
を
得
ま
し
た
。
一
ン
」
:
栢
浄
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
l
一

と
の
7
dク
ロ
パ
ス
は
、
横
浜
に
あ
る
一
⑤
人
形
劇
に
つ
い
て
な
ど
。
一

県
立
青
少
牛
セ
ン
ヲ
ー
が
巡
回
さ
せ
る
一
怒
六
月
二
十
六
日
脇
島
母
親
ク
ラ
プ
問
一

も
の
。
各
趨
民
的
手
ど
も
会
、
母
親
ク
一
親
と
子
の
問
題
凶
①
吹
関
子
ど
も
の
一

ラ
プ
・
青
少
年
震
で
巡
国
を
希
議
す
一
う
そ
，
②
応
繋
努
ず
と
も
の
ろ
そ
に
一

る

と

き

は

、

民

阜

端

部

脅

少

年

諜

八

。

一

つ

い

て

。

一

六
月
町
池
田
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
し
一
額
六
月
二
十
七
白
剤
崎
子
ど
も
会
門
電
一

た

。

一

話

回

①

ゲ

ー

ム

ソ

ン

グ

、

②

収

離

宮

一

鶴
六
月
ニ
十
日
金
釘
子
ど
も
会
・
①
一
晩
一
語
の
エ
チ
ケ

y
h
③
電
話
に
つ
い
一

劉
動
物
の
祭
く
ら
べ
、
ざ
り
が
に
の
一
て
、
議
舗
の
恋
し
い
か
け
方
、
④
篭
一

生
啓
②
プ
ラ
京
タ
リ
ウ
ム
六
月
の
謹
一
括
の
か
け
方
コ
ン
ク
l
」
、
⑤
明
問
問
町

邸
、
③
県
セ
ン
タ
ー
小
品
主
事
に
よ
一
湿
し
い
電
話
の
か
け
方
、
@
銅
線
描
明

石
ゲ
i
ム
、
③
体
力
澱
定
、
⑤
狭
間
幽
一
の
使
い
方
笑
穏
な
ど
。

健康診資

ことし精3才になった子どもさん 1

の酔康診査をします、この年令tT子{

めJむや体の発育が、人間一生の土台

と 怠 るという大切な時期である た

め、書体σ:発湾状鮮や性轡・知書官の l

発宵までを調べ、いろいろ相談に応

じますoそして、もっとくわしく書簡 l

ベあ必要があるときは、専門の医師

に紹介もLます。 3::1せ砲をおもちの

方は、母子手躍を持って診王霊場へお 1

こ Lください。

爾霊安当!思・昭和36年 7月!日-37年
4月30日までに生まれた子。

盤巡回毘袈・・

9.F.!1日嬉缶公民童官級淳首j時子全校

fr 2日間崎公民館金田公民館

9 3日宮沢11'0学校こと屋小学校

9 68金 eVj'i学校

fr 7 El n呂
9 8臼

9 9日

すわらじ劇をと損
国lOflllEl市民センターホーJj...

皆上演・どこがちがうねん/泰教人の死

回昼復2図/前売券 100問

主催・臨達協会平塚支部

し10アごさくカぎる L之ごです。おあなたのための本目言炎

ぜ噂

73 

(22) 1 、容とプのお開言葉方
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衛
生
課
で
は
、
毎
卑
秋

の
大
そ
5
じ
の
計
砲
を

た
て
る
様
、
町
内
A
4昌
弘

VF}お
し
て
各

澄
帯
に
マ
ラ
ソ
ン
粉
割
問
一
一
盲
目
五
十
号

入
D
一
袋
を
無
償
問
問
布
し
て
い
ま
す

こ
と
し
も
十
月
と
十
一
月
を
秋
の
穴

そ
ヨ
じ
の
実
施
期
間
と
し
て
各
世
帯

に
協
力
争
求
め
あ
わ
せ
て
築
部
壱
母

布
し
だ
い
主
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

こ
れ
と
は
溺
に
、
タ
担
問
ケ
丘
自
治
会

で
は
会
の
予
算
で
自
主
的
に
購
入
し

会
員
投
請
に
無
償
磁
布
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
夕
陽
ケ
丘
自

治
会
の
婿
生
部
長
さ
ん
は
「
こ
と
し

は
防
除
器
具
壱
主
体
に
経
費
を
支
出

し
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き

た
粉
部
筏
布
は
い
ま

φ
と
こ
ろ
見
込

め
な
い
が
、
会
員
の
婆
討
中
や
衛
生
世
帯

感
の
発
設
な
ど
も
宥
巌
し
て
で
き
る

ーコ

い
ま
ま
で
町
内
会
を
通
じ
て
粉
末

の
薬
剤
が
配
布
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

と
し
は
ま
だ
こ
な
い
。
配
布
は
ど
ん

な
方
法
で
行
な
っ
て
い
る
の
か
、
お

知
え
て
ほ
し
い
。

円
夕
鶴
ケ
塁
。
大
野
と
〈
代
一
同

昭和 40若手 8fl15臼

だ
け
察

相
別
配
布

し
た
い

」
と
の

こ
と
で

し
た
。

の
幼
稚

問
闘
が
ほ
し
い

私
立
の
幼
稚
霞
は
経
費
も
か
き
む

し
、
市
立
幼
稚
園
が
あ
っ
た
ら
、
と

痛
切
に
感
じ
て
い
る
。
活
水
地
区
や

市
街
地
へ
公
立
幼
稽
関
の
増
設
計
隠

は
な
い
の
だ
Y
U
う
か
も

門
虹
ケ
浜
@
土
仲
間
開
校
凶

門
間
出
住
部
衛
生
課
一
回

あなたの知る叡凶に、よ

い汚ないをした青少年毎

(20才まて〉がいたら、氏

名 a 年令・往所・学校ま

たは勤務先旬推薦渡期を

お知らせくだ

者の住所氏名

と。

広〈
Lます。

し、
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